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総人口の分布
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高齢化率の分布
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生産年齢人口/高齢者人口の分布
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1,000人以上/メッシュ

高齢者人口
スーパー500m圏内：153,513人
（52.2％）
スーパー500m圏外：140,752人
（47.8％）



町田の人口予測









女性の年代 関連する土地利用

20歳から24歳 厚生医療 専用商業 集合住宅

25歳から29歳 厚生医療 専用商業 集合住宅

30歳から34歳 厚生医療 専用商業 集合住宅

35歳から39歳 厚生医療 集合住宅

【結果】
• 20代、30代の女性の数と、haあたりの人口密度を見ると、いずれも駅周辺500mのほ

うが高い数字となっている。特に、年齢が若いほど駅周辺に居住する傾向が高い。



中心市街地の総合的な再生

東京都において目指すべき都市構造の方向性（都市計画区域マスタープラン素案）

自動運転車の活用





平成28年度 広域の活性化に資するスーパー・メガリージョンの形成に関する検討調査報告書より抜粋
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CH AN GES ( 5 year steps, 1995 to 2020)
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d: changes coded directly only

f: fixed demand coefficient

e: price elastic demand coefficient

v: variable household consumption demand

coefficient

c: fixed factor-flow conversion coefficient

m: modes available to flows

s: travel states comprising modes

a: link types available to states, with capacity restraint

w: link types available to states, without capacity

restraint

MEPLAN Model

社会経済データ

土地利用データ

交通ネットワーク

将来的に新しい路線が
開設された場合、個々人
のアクセス性（時間、費
用)がどのように改善され

るかを元に、人の流れを
推計した。
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町田までモノレールを延伸し
た場合の利用者数の推計
（2003年に実施）

･モノレール全体で20％の増
加

・（多摩センター － 町
田）間では、20000人の利用
者増加
・中央線の一部で減少



参考：富山市の事例（都市マスへの位置づけ：国土交通省資料）







Portland Streetcar



Establish sustainable source of 
funding for transportation to 
support:

• Next 3.3 miles of  streetcar 
• Bicycle Master Plan
• Sidewalk construction



まちづくりという観点から導入を検討する。費
用便益でいうと、便益が最大限あがるように、
市民、民間、行政が協働して戦略を練り、実現
に向けて着実に歩んでいくこと


